先住ハワイ社会におけるエスニック・プライドをめぐる人類学的研究 by 四條 真也
(雛型)博士学位論文内容の要旨
氏 名
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
課程 ・論文の別
学位論文題名
論文審査委員
四條 真也
博士(社 会人類学)
人博 第99号
平成29年2,月22日
学位規則第4条 第2項 該当
先住ハ ワイ社会 にお けるエスニ ック ・プ ライ ドをめ ぐる
人類学的研究
主査 教授 綾部 真雄
委員 准教授 深山 直子
委員 名誉教授 高桑 史子
【論文の内容の要 旨】
論文要旨
論文タイ トル
(仮)先住ハ ワイ社会におけるエスニック ・プライ ドをめぐる人類学的研究
四條真也
本論 の 目的 は、社 会人 類学的 ・文化人類学 的調 査に よって得 られ たデー タを もとに、
特 にオア フ島西岸域 ワイ アナエ地 区にお ける先住ハ ワイ人専用の居住 区 「ハ ワイア ン ・
ホ・一・一ムステ ッ ド(HawalianHomestead)」と、その周 辺域 にお いて浮かび上が って く
る先住ハ ワイ人社会 の現代性 をプ ライ ド(pride)概念 を出発点 と して考 察す るこ とに
ある。
序論で は、本論 の基軸である 「プライ ド」概念 について、社会的および学問的系譜 を整
理 した。1980年代にな り機運が高まった先住ハ ワイ社会 における 「プ ライ ド」 は、1960
年代 にアメ リカ本土で活性化する公民権運動後 に広がった 「エスニ ック(レ イス)・プライ
ド運動」がその淵源である といえる。
アメ リカ国内の諸民族集 団、 なかでも 「マイ ノリテ ィ」 と呼ばれ る民族集 団が、アメ リ
カ国家 による文化的承認 を得 ることを意図 して発生 したエスニ ック ・プライ ド運動 では、
それぞれ民族の 目的が分散 した。 そのために、1950年から1960年代にかけての公 昆権運
動のよ うに諸民族集 団がま とまる形で はな く、運動 自体が中心化せ ずにアメ リカ全土に拡
大 した。 とりわ け、規模の大きなエ スニ ック ・プライ ド運動を展開 したのがアフ リカ系ア
メ リカ人 と先住 アメリカ人 のグループであった。
また序章で はハ ワイ研究においては、長 く 「外部者」 とくに 「ハオ レ(白 人)」による記述
が主流を 占めてきた。 しか し、1980年代に伝統文化復興運動 「ハ ワイアン ・ルネサンス」
が盛 り上が りを見せ る と、 白人研 究者の記述 に対す る批判の声がネイティブ研究者か ら起
こるよ うにな り、以後 はハ ワイ研究、 とくに歴史解釈 をめぐる議論 の場な どでは、発言 の
主体がネイティブ研究者へ と移行す るこ とにな る。
第1章 で は、現在 のハ ワイ社会の概要 にかん して整理を した。 とくに、多民族社会であ
るハ ワイは、個人が複数の民族出 自を有す ることが珍 しくな く、民族性を一つ に限定する
際には状況や社会環境が影響す るといえる、本論の舞台であるワイアナエ地区にかんして、
1920年以降 にハワイ人専用住宅であるハ ワイアン ・ホームステ ッ ドの建設 がは じま り、現
在では州で最大規模 のホームステ ッ ドを有する地区であることを示 した。
第2章 では、ジェ 一ームズ・クックが到達する以前 のハ ワイ社会について、神話 とカブ(kapu
禁忌体系)を 起点に、基本構造にっいてま とめた。近代ハ ワイ社会で、神話、と りわけ神々
の時代に さかのぼ る王族の系譜 を伝 える 『クム リポ』 は、アメ リカの支配 が強まる中で王
によって積極的 に公 開され てきた。伝 統的 なハワイ社会 を理解す るために重要な概念の一
1
つがカブである。男女 の供食 の禁止や特定首長 の前で脆 くことな ど、生活全般 に及ぶ様 々
な禁忌 を規定 したカブ ・システムは、宗教体系および政治体 系 としても作用 していた。 し
か し、伝 統的な暦や儀礼には、カブが解禁 され る期間があ り、その期間にはカブがない状
態であるノア(noa)となり、均質的な社会空間が現れ るのである。伝統的社会では、カブ
とノアの 「緩急」によって厳格な階層社会が維持 されていた とかんがえることができる。
第3章 では、西洋 との接触以降のハ ワイの歴史 にっいて、伝統的な土地制度 と、近代土
地制度が導入 され る経緯 を中心に記述を した。伝 統的な士地制度 においては、土地は個人
所有で はな く、基本的 には管理を任 され た首長階級 の者が統治 をした。 しか し、ず さんな
管理や住 民へ の配慮 を欠 いた統治 を行った場合 には、領内の住民は新たな管理者 を要求す
る ことができた。ハ ワイの西洋化が始まる と、まずは土地の個人所有 とい う概念が持ち込
まれ る。 キ リス ト教へ の改宗な ど次第に西洋化 した王朝 も、ついにはハ ワイにお ける土地
の個人所有 を認 めるよ う政策を転換せ ざるを得ない状況 とな り、ハ ワイ 内の多 くの土地 を
白人層 によって占められ、先住ハ ワイ人は代々の土地を追われ都市 に流入す るこ とにな る。
都市 に流入 した先住ハ ワイ人は、非衛生的な環境 下での生活 を強 い られ、ハ ワイ文化 はさ
らに縮小す る危機 に瀕す るのであった。 しか し、王国後期 には、カラーカウア王な ど伝統
文化 を公 の場に取 り戻す機運が生まれ、一時的ではあるが先住ハ ワイ人文化が 自身の文化
を取 り戻 した時代 でもあった。
第4章 は、現代ハ ワイ社会にみ られ る地理的な二重構造 についての議論である。ハ ワイ
社会で用 いられ る 「タ ウン」 と 「カン トリー」 とい うふたつの概念は、ハ ワイ において都
市地域 と田舎地域 のそれぞれを呼ぶ際 の名称である。 「タ ウン」 と 「カ ン トリー」 の境界に
ついての説明は個 々人で異なるが、大まか一致す るのは、境 界は開発 の程度 と住民の経済
的基盤 が指標 になっていることが分かった。 また 「カ ン トリー」 にかん しては、近年では
プ ランテー シ ョン時代 の名残や歴史背景 を重視 し、郷愁を求 める風潮を確認す ることがで
きた。ハ ワイ社会 において、かつて 「カ ン トリー」 は都市地域に劣 る社会経 済的環境であ
ったのに対 して、現在 では 「カン トリー」 であ るこ とにプライ ドをもつ傾 向があ るこ とが
わかった。
第5章 では、現代ハ ワイ社会の家族の形が、西洋化以降に導入 された血の概念によって、
いかに変容 したか を、イ ンタ ビュー資料を中心に考察を試 みた。現代ハ ワイ社会にお ける
血の割合(bloodquantum)とい う概 念は、ハ ワイアン ・ホームステ ッ ドの申 し込みの際に
定 められた規則(50%以上の先住ハ ワイ人の血)を もとにしてお り、現代ではホー ムステ ッ
ドの揚 を離れて言及 され ることも多い。そ もそ も、血縁ではな く関係性 により親族体系が
構築 されていた先住ハ ワイ人 の親族 関係 において、西洋的な親族 システムの導入 は、家族
新たな形に作 り変 える切っ掛 けになった。 さらに、血 の割合 の規則 は、先住ハ ワイ人を分
断す る規則でもあった。現代 の先住ハ ワイ社会内部で問題 となる、経済社会 の一 つの要因
として血 による区別が影響 していると考 えることができる。
第6章 では、養子の伝統 と血 の割合の相関について分析を行 った。ハ ワイ を含むオセア
ニア地域では、養取慣行が一般的であった。 しか し、ハ ワイ社会 において、親族体系にお
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ける血 とい う概念 、そ してキ リス ト教的家族像の酒養は、結果養子に対 して否定的な社会
環境を醸成す ることになる。ハ ワイ語 やフラ同様 に、伝統的な養子縁組 「ハーナイ」(ha皿ai)
もアメ リカ化のなかで停滞す るものの、1970年代以降にハ ワイ文化が回復 しは じめると、
ハーナイ も伝統的価値観 と関連付 けて行われ るようになる。
第7章 では、ワイアナエ地区が抱 える社会問題 の うち、貧困問題に注 目して議論を行った。
昨今 ハワイ社会で増加傾向にあるホーム レスは、ワイアナエ地 区で とくに深刻 な状況 にあ
る。 ハワイで貧 困層 を生む要因 として、景気の低迷や観光に よる物価の上昇以外に、血の
割合 などの先住ハ ワイ人政策による格差問題 を指摘す る声 もある。
第8章 では、ハ ワイの伝統文化の中で、重要な位置を占めるフラにお ける現代性 を、 ワ
イアナエでの事例か ら分析 を行 った。西洋 との接触以降、 フラにおいては女性の踊 り手が
重宝 されたために、 もともとはフラにかん して重要な役割を果た していた男性は、フラを
踊る揚を失 って しま う。ハ ワイ アン ・ルネサンス以降、男性 によるフラの回復 も試み られ、
現在 では男性 フラも一定の認知を もってハ ワイ社会に受け入れ られ ている。 しか し、「カン
トリー」であるワイアナエ地 区では、未だに男性がフラを踊 ることに関す る 「偏見」が根
強い。そ うした偏見を払拭す るべ く、 ワイアナエ地区で開かれ るフラ教室の男性 クラスで
は、踊 りに関 して、た とえば腰 を必要以上 に揺 らさない、手の動きを柔 らか くしないな ど
の男性性 を強調す る指導が見受 けられる。第8章 では、こうした、男性(あ るいは男性性)
を伝統文化 に再移入す る試みが、フラのみ ならず多 くのハ ワイ文化 を継承す る場で行われ
ていることが明 らかになった。
第9章 では、ワイアナエ地区で観光用 のイルカ見学 ツアーで参与観察を行い、 ツアーの
中で伝統文化表彰 される背景 を、ツアー船を操業する船長ハ リーの語 りを通 して記述 した。
最近 では、ボー トの騒音な どの人間の営み が、イル カの生活環境を脅か し、生態系 に悪影
響を与 えているとす る主張 もあるなかで、海 を熟知 したハ リー はツアーを行 うにあた り、
先住ハ ワイ人 の伝統的価値観 を組み入れ、参加者 に説明 をす る。ハ リー 自身 も、イルカへ
の感謝 を忘れない。観光やエ ンジン付きのボー トとい う西洋文明を利用 しなが らも、伝統
的な意識 をもってツアーを行 うことで、 自然 との調和 を保 とうとす る先住ハ ワイ人の現代
性 を第9章 で記述 した。
第10章 は、子供 の貧困問題や未成年非行、機能不全家庭問題 の解決の糸 口として取 り組
まれ てい る、協同農園活動 についての記述である。 ワイアナエ地区にあるふたつの農園に
ついて行 った参与観察か ら、それぞれの農園は現在 では地域住民をつな ぐこ とを 目的のひ
とっ に掲げ、活動 を行 ってい ることを確認 した。また、活動 に際 しては、アロハ ・アーイ
ナ(aloha`互ina:大地 を愛せ よ)や オハナ(`ohanaハワイ的拡大家族)な ど伝統的な価
値観 を用い、地域住民同士の紐 帯や 自然 の重要性を学ぶ機会 を設 けている。 そ うした経験
は、やがて先住ハ ワイ人以外の子供たちも地域 に対す る愛着 を持っ ことに繋 が り、 ワイア
ナエ地区全体の祉会活性 を目指す取 り組みであるとい える。
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